
（別紙３）

～ 2026年　1　月　17　日

（対象者数） 19 （回答者数） 18

～ 2026　年　1　月　17　日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・以前、営業後打合せをしていましたが、要点を

絞った報告にはならず、時間を要するばかりで、

次に繋がる話題には至りませんでした。支援の困

り感に気づける練習を行い、各自からの報告を元

に支援の検討、方法を決めて、朝打合せを行う事

で、支援が実践できるので、有効な時間活用が出

来ていると考えています。支援の困り感＝児童の

困り感と捉え、これからも指導、練習を取り組ん

でいきます。

2

・活動をより良いものとできるように、職員一人

一人が活動の目的、意図、ねらいを把握して、進

行、展開が出来るように考える力をつけていきま

す。

3
ハウスダストのアレルギーを発症している児童も

増えているので、継続して取り組んでいきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・他事業所で厚い段ボールを利用して、個室を

作っている話を聞きました。使わない時は折り畳

める為、費用と場所を考えて有効手段と思われま

す。予算と相談しながら、設置を検討していきま

す。

2
・広報活動に関する研修への参加を計画します。

・Googleマップの公表に向けて準備中です。

3

・相談窓口のお知らせをアプリで発信します。

・相談出来ない方も意識して、把握に努め、保護

者支援を行います。

・静養室のみで、個別スペースはありません。

・クールダウンや環境刺激等を遮断する部屋があり

ません。

・スペースはあるが、設置に適した場所がありませ

ん。

・設置費用の捻出が難しい状況です。

・情報の発信が弱く、認知度が低いです。

・ITに関するスキルのある職員がいません。

・個人情報の取り扱いの観点からも着手のしにくさ

いがあります。

・複数の手段で相談できる窓口があるのに、それを

周知出来ていないと思います。

・手段は、連絡帳、電話、添乗で対面した時、年２

回の定期面談などで保護者の声を拾おうとしてはい

ますが、相談出来ない人がおられます。

・活動プログラムの種類が固定化されない工夫がさ

れています。

・児童のスキルに合わせ、定番の活動と個別、集団

とのバランスが良く組まれています。

・活動スペース、車両が清潔な空間を保てるように

しています。

・コロナ発生以前より、毎日、掃除機、次亜塩素酸

ナトリウムを希釈し、拭き取り、水拭きと行ってい

ます。

・2カ月に1回、業者による清掃作業も行われてい

ます。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・毎月、職員が一同に集まり、個別支援計画書作成

会議、支援改善会議に参加する機会があります。

・児童に変化があれば、随時対応を変更し、朝の打

合せで共有し、職員間でも引き継いでいます。

・職員によっては、関わりの少ない児童もいます

が、支援スキルの手立てや貯えとしてもらえるよう

に共に参加してもらっています。

・直近で関わった職員が近況を引き継いでいます。

○事業所名 さくらんぼ

○保護者評価実施期間
2025年　12　月　16　日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2025　年　12　月　15　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026　年　1　月　26　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


